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広尾中学校運営協議会長 大林 勝則

第 2 回学校運営協議会では、コロナ対策の中で注目されているＩＣＴ（情報通信機器）の利活用にか

かわって、スマホ使用の実態や学校の指導、保護者のかかわり方が重要なテーマになりました。

スマホ所有の実態を踏まえ、「持たせる・持たせない」の議論に終始することなく、情報収集やコミ

ュニケーションの強力な手段となるＩＣＴを、子どもたちが安全に安心して使えるよう、大人自身の問

題として関心をもっていただきたいと思います。

限られた紙面ですが、協議会の意見や幾つかの資料を掲載しましたので、お子さんや保護者同士、先

生方との話し合いの参考にしていただければ幸いです。

１ 学校運営協議会で交流された意見

２ スマホ・ゲームに関するＱ＆Ａ （内閣府等 2020 年 1月発行リーフレット幼児児童編から）

Ｑ 子どもがゲームをしたいと言います。親はどう対応したらよいでしょうか？

Ａ 子どもをゲームで遊ばせる場合は、保護者がゲームの内容や使用時間について判断し、上手に

コントロールしてあげることが大切です。

Ｑ ゲームの内容が、子どもに遊ばせても良いものかどうか正しく判断するにはどうしたらよいですか？

Ａ ゲームソフトやアプリに表示されている「〇歳以上」という年齢区分を活用しましよう。

Ｑ 子どもがスマホやゲームに熱中しすぎて、生活リズムをちゃんと守れるか心配ですが？

Ａ 使用時間などをルール化して、生活リズムを守るよう促します。フィルタリングを始めとする

ペアレンタルコントロールを活用し、使用時間や利用環境を整えてあげましょう。

Ｑ スマホやゲーム機の使い方について、どんなルールをつくったらいいですか？

Ａ まずは大人がお手本に。家族みんなでルールを決めて守りましょう。

ネットを賢く安全に使うために
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３ 年齢や力量に合わせた手助けを （内閣府等 2019 年 1月発行リーフレットから）

紹介したリーフレットのリンク⇒https://www8.cao.go.jp/youth/kankyou/internet_use/

「ネットでも 画面の先には 人がいる」 札幌市立藻岩小学校 6 年 宮本羽優菜

「考えて 直接言えるの？ その言葉」 北斗市立上磯中学校 2 年 丸山 風太

令和元年度「いじめ・ネットトラブル根絶！メッセージコンクール」全道審査最優秀作品

閲覧

買物※

※保護者の同意や許可を必要とするサイトが多い


